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　ふるさと納税にご協力いただいている小島工業さん
の作業風景です。小島工業さんは、ビーズクッション
をはじめ様々な発泡スチロールの製品を製造していま
す。軽くて、耐久性のある発泡スチロールを使用した
門柱など、新しい商品も多数開発されています。皆さ
んの身近な所でも小島工業さんの製品が使われている
かもしれません！
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保育料改定
令和５年４月から保育料が変わります

　
　

６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
町
長
報
告
６
件
、　

条
例
５
件
、
予
算
６
件
、
そ
の
他
３
件

が
提
出
さ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

議
員
提
出
議
案
も
６
件
提
出
さ
れ
、
５
件
の
可
決
、
１
件
の
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
８
議
員
が
登
壇
し
、
今
後
直
面
す
る
課
題
や
町
政
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。　

　

  （
８
ペ
ー
ジ
〜
11
ペ
ー
ジ
）

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
保
育

料
改
定
に
係
る
条
例
の
改
正
案

が
４
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
保
育
料
は
平
成
23
年

に
引
き
下
げ
ら
れ
て
以
降
、
大

幅
な
改
定
は
実
施
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
10
年
ぶ
り
の
改

定
と
な
り
、
保
育
料
の
あ
り
か

た
や
算
定
の
根
拠
、
な
ぜ
今
改

定
が
必
要
な
の
か
な
ど
、
こ
れ

ま
で
時
間
を
か
け
て
議
論
し
て

き
ま
し
た
。

　

新
た
な
保
育
料
は
経
済
的
支

援
、
受
益
者
負
担
の
公
平
性
、

算
定
の
透
明
性
の
三
つ
の
視
点

で
検
討
さ
れ
、
多
く
の
方
か
ら

納
得
の
得
ら
れ
る
保
育
料
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

改
定
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〇新保育料の期間
　令和５年４月から令和７年３月までとし、その後は定期的に見直していきます。
〇改定の基本的な考え方
　（１）通常保育料については４つの考え方で算出します。
　  ①算定基礎
　　　国基準額を基礎とします。
　  ②保育料の負担割合
　　　保育料は国の基準を基に地域の実情、子育て支援の考え方により、各自
　　　治体が算定しています。

　  ③所得階層の細分化
　　　所得階層の第４階層、第５階層、第６階層をそれぞれ２分割し、これま　　
　　での８階層から１１階層として保育料を設定しています。これにより、よ
　　り所得に応じた保育料となります。
　  ④緩和措置
　　　②、③で算出した保育料が、現行の保育料に対し大幅に増加する場合は、経
　　済的支援として緩和措置を設けます。緩和措置は、現行の保育料の 1.5 倍を上
　　限とします。

 【 改定のポイント 】
　・保護者の負担額を国基準額の３割から５割へ
　・所得階層を８階層から 11 階層へ　
　・延長保育料等の階層別を廃止し月額制から時間単価へ

国基準での保護者負担率（100％）

現行 保護者負担
３０％

町独自の軽減
７０％

改定後 保護者負担
５０％

町独自の軽減
５０％
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〈議案第４１号への討論〉

〈議案第４２号への討論〉

　

こ
れ
ま
で
議
会

と
し
て
も
、
文
教

厚
生
常
任
委
員
会

や
議
会
全
員
協
議

会
で
幾
度
と
な
く

議
論
を
し
て
き
ま

し
た
。
な
か
で
も
、

適
正
な
保
育
料
と

は
何
な
の
か
、
な

ぜ
今
改
定
が
必

要
な
の
か
に
つ
い

て
は
多
く
の
時
間

を
か
け
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
子
育

て
支
援
は
続
き
ま

す
。
子
育
て
中
の

方
を
ど
う
支
援
し

て
い
く
の
か
。

　

町
は
全
庁
で
取

り
組
ん
で
行
く
と

の
こ
と
で
あ
り
、

議
会
と
し
て
は
、

今
後
も
注
視
し
て

参
り
ま
す
。

　改定案の内容は、近隣市町村と比べて
安く抑えられつつも国基準額の半分を町
で、半分は保護者が負担するということ
で、多くの方が納得しやすい割合となっ
ている。
　今後、町の子育て支援の更なる拡充を
期待し、賛成とする。

山口　享　議員
賛成

　平成２３年より１０年間据え置きなが
ら、子育てにやさしい様々な支援を続け、
県内でも唯一の施策を進められたことを高
く評価する。保育所を取り巻く環境が大き
く変わり、また近隣市町村との公平性も考
慮に入れ、少ないながらも値上げが不可欠。
　今後、保育所の安定的な運営に寄与して
いただくよう賛成。

酒井育子　議員
賛成

　世帯年収 350 万未満の利用者が 33% を
占めている。年 5 万円〜 6 万円以上の負
担増だ。公平を謳っているが、その負担
感は階層が低いほど非常に大きい。『利用
する人と利用していない人との格差』や

『過剰支援』は、必要としている人の視点
から出る言葉ではない。弱者に寄り添う
姿勢を感じられない。改正に反対。

渡部正司　議員
反対

　本議案の提出理由となっている「会津坂下町保育施設等保育料（利用者負担額）改定方針」に
反対であるため本議案に反対する。

渡部正司　議員
反対

　今後の町の将来を見すえ、安定的な保
育所の運営並びに子育て支援の充実を目
指していく今回の改定については、現行
の 1.5 倍の上限の激変緩和措置及び所得
階層の 8 階層から 11 階層への細分化な
ど、利用する保護者に対する大きな配慮
もなされていることから、「賛成」とする。

蓮沼文明　議員
賛成

　改定は期間を定める事で、定期的にそ
の時の状況、実際に改定した金額を検証
し、増減または据置きなどを議論し、保
育料は実情に合った形に定めるべき。

目黒克博　議員
賛成

　この度の「保育料改定」については、「経
済的支援に偏っていた政策の見直し」とのこ
とだが、多くの方々の認識とかけ離れている
ようだ。また、貧困や格差が拡大している状
況の中で、低所得者層への配慮がなされてい
ない。町民に寄り添った行政運営を評価され
ている古川町政とは異質な感を拭えない。説
明責任を果たすため、再考を願う。

小畑博司　議員
反対
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役場新庁舎建設場所について
請願書が出されました

　

請
願
書
（
一
部
抜
粋
）

　

今
後
の
会
津
坂
下
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
青
年
世
代

の
多
く
が
こ
の
議
論
に
関
心
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
既
に

決
定
さ
れ
、
議
決
さ
れ
た
内
容
で
は
あ
り
ま
す
が
、
下
記

の
事
項
に
つ
い
て
強
く
求
め
ま
す
。

　

１
．
会
津
坂
下
町
役
場
新
庁
舎
の
建
設
場
所
に
つ
い
て

様
々
な
現
状
を
加
味
し
再
度
協
議
す
る
こ
と
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

青
年
の
会
」
よ
り
議
会
に
対

し
て
請
願
書
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

６
月
１
日
の
本
会
議
で

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員

会
へ
付
託
。
６
月
８
日
に
行

わ
れ
た
常
任
委
員
会
で
は
、

提
出
者
を
お
呼
び
し
て
、

請
願
の
意
図
や
内
容
を
詳

し
く
お
聞
き
し
ま
し
た
。

【
常
任
委
員
会
で
の
質
疑
】

Q　

こ
の
請
願
の
意
図
は
何

な
の
か
。
建
設
場
所
に
反
対

だ
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

A　

建
設
場
所
が
「
現
本

庁
舎
、
北
庁
舎
、
東
庁
舎
、

東
駐
車
場
用
地
」
で
あ
る
こ

と
に
反
対
で
は
な
い
が
、
こ

の
場
所
が
妥
当
な
の
か
と
い

う
こ
と
。
厚
生
病
院
が
移
転

し
、
南
幹
線
に
メ
ガ
ス
テ
ー

ジ
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
議

決
が
あ
っ
た
４
年
前
と
は
変

化
し
て
い
る
状
況
も
あ
る
。

も
う
一
度
充
実
し
た
話
し
合

い
を
す
る
時
間
を
設
け
て
欲

し
い
。

【
出
さ
れ
た
意
見
】

・
反
対
で
な
い
な
ら
ば
、
さ

ら
に
時
間
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
の
か
。

・
議
決
は
重
い
が
再
度
協
議

す
る
場
は
必
要
だ
。

審
議
の
結
果
は
「
採
択
」
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
６
月
10
日
の
本

会
議
に
お
い
て
採
決
を
し
た

結
果
、
賛
成
８
人
、
反
対
５

人
で
「
採
択
」
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
新
庁
舎
の

建
設
場
所
に
つ
い
て
再
度
協

議
す
る
こ
と
を
町
長
に
意
見

書
と
し
て
提
出
い
た
し
ま
す
。

　町民を代表した建設検討委員会の答申を
無視し、また、提出議案、土地買収・跡地取
り壊し料の予算を満場一致でした議会議決を
無視している。
　自主財源の少ない当町、未来を担う子供た
ちに「負」を残してはいけない観点から反対。

酒井育子　議員

　建設場所は４年前に議決済で、周辺に多少
の社会情勢の変化があるが、その後にこの決
定済の場所に欠陥が生じたわけではない。
　再度位置について議論をすることは、混乱
を招くだけで採択・意見書提出に反対する。

五十嵐一夫　議員

　請願内容的には建設場所は「現本庁舎、
北庁舎、東分庁舎、東駐車場用地」である
ことに反対ではないとのことで、単に話し
合いを求めるというものだった。庁舎建設
場所は、平成３０年第１回定例会で議決し
ているものである。もし、この請願を可決
すれば、町民に対しあいまいな話が独り歩
きしてしまう可能性がある。現在、旧江戸
鮨の解体工事が始まろうとしている。更に
は、令和７年４月には新庁舎での業務開始
とのスケジュールも組まれている。あいま
いなメッセージを町民に与えるべきではな
い。よってこの請願には反対。

山口享　議員

反対
反対

反対

　議決の建設場所は、国からの財政支援措
置と平成 32 年度までの着工が条件で決めら
れたものであり、建設延期によって候補地選
定の前提は崩れた。
　改めて協議すべきであり、本議案に賛成す
る。

渡部正司　議員賛成
　庁舎建設が計画され、そのために全国各地
を行政調査したが、建設コストは主たる課題
にはならなかった。検討委員会の結果を受け
て建設場所を決議した流れも、財政状況を反
映したものではなかった。提案した根拠が違っ
たままの決議をそのままに進めることは説明
責任が果たせない。本意見書は採択すべき。

小畑博司　議員賛成
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請願・陳情の結果

新庁舎建設検討特別委員会を
設置しました

受理年月日 提出者名 件名 審査結果

令和４年５月１２日
（請願第３号）

まちづくりを考える青年の会
代表　加藤　康明

会津坂下町役場新庁舎の建設
場所について様々な現状を加
味し再度協議することを求め
る請願

採択

令和４年５月１８日
（請願第４号）

福島県教職員組合
中央執行委員長   瀬戸   禎子
福島県教職員組合両沼支部
支部長　星　和雄

「国の『被災児童生徒就学支援
等事業』の継続と、被災児童
生徒の十分な就学支援を求め
る意見書」の提出を求める請
願書

採択

令和４年５月２０日
（請願第５号）

日本労働組合総連合会
福島県連合会両沼地区連合会
議長　青木　和久

地方財政の充実・強化を求め
る意見書提出請願書 採択

令和４年５月１７日
（陳情第２号）

会津たばこ組合坂下支部
支部長　歌川　浩一

「地方たばこ税を活用した分煙
環境整備」に関する陳情書 採択

　

６
月
１
日
定
例
会
開
会
日
に
、
議

員
提
出
議
案
と
し
て
「
新
庁
舎
建
設

検
討
特
別
委
員
会
」
の
設
置
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

議
員
全
員
を
委
員
と
し
、
新
庁
舎

建
設
に
関
す
る
調
査
研
究
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
も
新
庁
舎
の
建

設
に
向
け
、
委
員
会
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　　
　
　

委
員
長　
　
　

小
畑　

博
司

　
　
　

副
委
員
長　
　

渡
部　

順
子

　
　
　

副
委
員
長　
　

物
江　

政
博
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その他議案

「酒井育子議員に対する問責決議」を否決

　町のいかなる条例や規則において、明確に禁止していると確認できない。したがってこの行為が問責に値
すると現時点では断言できないため反対する。

赤城大地　議員

　

五
十
嵐
一
夫
議
員
、
横
山
智

代
議
員
よ
り
酒
井
育
子
議
員
に

対
す
る
問
責
決
議
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

【
問
責
決
議
の
概
要
】

　

酒
井
育
子
議
員
は
現
在
会
津

坂
下
町
民
憲
章
推
進
協
議
会
の

会
長
職
に
就
い
て
い
る
。
町
民
憲

章
推
進
協
議
会
は
町
の
執
行
機
関

の
一
つ
で
あ
る
。

　

議
決
機
関
の
一
員
で
あ
り
な
が

ら
、
執
行
機
関
の
一
つ
の
長
と
し

て
就
任
し
て
い
る
こ
と
は
、
町
議

会
に
限
ら
ず
町
全
体
の
信
頼
と
秩

序
を
損
な
う
も
の
で
あ
り
、
酒
井

議
員
に
は
猛
省
を
促
し
是
正
す
る

よ
う
問
責
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
議
案
は
、
賛
成
者
少
数
に

よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

 〇賛成　五十嵐一夫   横山　智代
 　　　　小畑　博司   渡部　正司
 　　　　目黒　克博

 〇反対　蓮沼　文明   物江　政博
 　　　　赤城　大地   佐藤　宗太
 　　　　山口　　享   青木美貴子
 　　　　渡部　順子

除雪ドーザーを取得
するものです。

議案第５３号
財産の取得について

議案第４０号
会津坂下町国民健康保険税
条例の一部を改正する条例

適正かつ安定的な国民健康保険
の事業運営ができるように、町
条例を改正するものです。本算定
により令和４年度に必要な国民
健康保険税を確定し、税率等の
改正を行うものです。

議案第４７号
令和４年度会津坂下町一般会計補正予算（第２号）
低所得の子育て世帯に対する「子育て世帯生活支援特別給付金」の支給、新型コロナウ
イルスの４回目のワクチン接種に伴う事業費の補正、不妊検査に対する助成制度の創設
に伴う事業費の補正

　町民を表彰する町民憲章推進協議会に議
員が会長職として関わることは利益相反であ
る。「町民憲章推進章」の表彰状には、町のマー
クと、町長名に並び会長個人名が記されてい
る。公正な選挙を損ねる可能性があり、会長
職を辞すべきである。数年前から指摘されて
おり、理解されないのが不可解である。「李下
に冠を正さず」である。本案に賛成する。

渡部正司　議員賛成

反対

　論点は町民憲章推進協議会の会長の職にあ
ることが問責に値するのかということと、町民
憲章推進協議会が町の執行機関かどうかであ
ることの２点。町の執行機関とは、執行者側
からの要請によって審議や調査を行い、意見
を述べるなどの機関であり法律等によって設
置が決められているもの。町民憲章推進協議
会はこれに当たらず、関係団体と理解できる。
よってこの問責は無効であり、反対とする。

山口享　議員反対

議案第４５・４６号
町道路線の廃止・認定

坂下西部山砂採取企業体に
よる山砂採取事業に伴い、地
形そのものが変わったこと、
また旧道並びに起点や終点
が変更となった路線を廃止・
認定するものです。
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件　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
目

黒

克

博

蓮

沼

文

明

物

江

政

博

赤

城

大

地

横

山

智

代

渡

部

正

司

佐

藤

宗

太

山

口

享

青
木
美
貴
子

渡

部

順

子

五
十
嵐
一
夫

酒

井

育

子

小

畑

博

司

水

野

孝

一

議案第４０号
会津坂下町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議

長
議案第４１号
会津坂下町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の利用者負担額に関する条例の一部を改正する条例

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
議

長

議案第４２号
会津坂下町立ばんげ保育所延長保育条例の一部を改正
する条例

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
議

長

議案第４３号
会津坂下町立幼稚園預かり保育条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議

長
議案第４４号
会津坂下町放課後児童健全育成事業費用の徴収に関す
る条例の一部を改正する条例

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×
議

長

請願第３号
会津坂下町役場新庁舎の建設場所について様々な現状を
加味し再度協議することを求める請願

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × 〇
議

長

陳情第２号
「地方たばこ税を活用した分煙環境整備」に関する陳情書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議

長
議員提出議案第８号
会津坂下町役場新庁舎の建設場所について様々な現状を
加味し再度協議することを求める意見書の提出について

〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × × 〇
議

長

議員提出議案第 10 号
地方たばこ税を活用した分煙環境整備に関する意見書の
提出について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇
議

長

上記以外の議案は全員賛成で可決しました。○：賛成　×：反対　議長は裁決に加わりません

審議案件に対する賛否の状況（賛否が分かれた議案）

　高すぎる国保税と１８歳未満までの子供の
均等割を町独自の軽減策で町民の税負担を
軽減できるよう要望し反対します。

横山智代　議員反対

第
３
回
臨
時
会
（
５
月
12
日
）

　
「
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
給
付
金
」

や
、「
令
和
４
年
度
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
」
を
含
む
令
和
４

年
度
会
津
坂
下
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
や
、
令
和
３
年
度
会

津
坂
下
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

11
号
）、
会
津
坂
下
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
が
提
出
さ
れ
、

全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

« 議案第４０号に対する討論 »
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一

般

質

問 

新
庁
舎
建
設
用
地
を
見
直
す
考
え
は

 

町
民
の
ご
意
見
等
を
お
聞
き
し
な
が
ら

 

進
め
ま
す

 

町
内
大
通
り
に
広
い
歩
行
空
間
を

 

地
権
者
の
理
解
と
協
力
が
必
要

  

坂
下
町
最
高
地
点
の
周
知
と
活
性
取
組

馬
立
山
の
東
が
最
高
地
点

渡部正司　議員

五十嵐一夫議員

建
設
・
運
営
等
、
全
般
見
通
し

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

問
都
市
計
画
、
防
災
、
広
域
的
判

断
等
々
の
視
点
か
ら
、
４
年
前

の
現
有
地
決
定
を
見
直
し
、
運
営
ま
で

見
通
し
た
新
た
な
方
策
や
、
適
地
を
探

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

現
有
地
の
利
活
用
と
し
て
、
現
商

店
街
の
み
な
ら
ず
、
町
全
体
の
た

め
に
、
子
供
が
遊
び
、
人
が
集
う
「
ば
ん

げ
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
」構
想
を
提
案
す
る
。

問

30
〜
50
年
後
を
見
据
え
、
町
内

大
通
り
に　

※
壁
面
線
規
制　

を
行
い
、
将
来
広
い
道
路
と
歩
行
者
空
間

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
都
市
計
画
の
取
り

組
み
を
提
案
す
る
。

問

坂
下
町
の
最
高
地
点
は
ど
こ
で

し
ょ
う
。
最
高
地
点
を
認
識
す

る
た
め
に
小
中
学
校
で
教
え
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

問
町
最
高
地
点
へ
の
登
山
道
整
備
・

地
区
活
性
に
寄
与
す
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
勝
方
地
区
・

若
宮
地
区
の
地
域
活
性
の
た
め
の
一つ
に
な

り
は
し
な
い
か
。

問　

安
心
安
全
の
横
断
歩
道
対
策
、
車
い

す
・
シ
ニ
ア
カ
ー
の
安
心
安
全
通
行
対
策
を
。

問 こ
れ
も
質
問

※
壁
面
線
の
制
限
は
一
定
要
件
の
も
と
、
街
区
に
お
い
て
建
物
と
道
路
と
の
間
に
空
間
を
確
保
し

　

て
、
広
く
快
適
な
街
路
を
形
成
し
、
街
並
み
を
整
え
、
賑
わ
い
を
創
出
し
景
観
な
ど
の
向
上
も

　

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

新設された庁舎整備課

広く快適な歩行空間

壁面線規制を行った
安兵衛通り

歩道に使用の２ｍ部分

財
政
上
の
理
由
で
建
設
延
期
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
財
政
状
況

に
改
善
の
兆
し
が
見
え
、
再
開
す
る
こ

と
が
可
能
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
庁

舎
整
備
課
を
新
設
し
、
基
本
構
想
に
着

手
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
建
設
予
定

地
内
に
あ
る
取
得
済
み
建
物
を
解
体
し
、

９
月
末
ま
で
に
更
地
に
す
る
予
定
で
す
。

令
和
６
年
度
の
着
工
を
目
指
し
ま
す
。

答
建
設
予
定
地
は
、
現
有
地
周
辺

と
す
る
議
決
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
当
該
予
定
地
を
前
提
と
し
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
事
業
を

延
期
し
て
か
ら
４
年
が
経
過
し
、
町
を

取
り
巻
く
状
況
も
大
き
く
変
化
し
て
い

る
た
め
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご
意
見
等

を
お
聞
き
し
、
様
々
な
内
容
に
つ
い
て

確
認
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

答

現
庁
舎
周
辺
地
域
は
、
商
店
街

の
中
心
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
等

は
、
今
後
も
同
様
の
場
所
で
開
催
さ
れ

て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
周
辺
地

域
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

中
心
地
と
し
て
の
役
割
と
と
も
に
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
え
る
よ
う
な

空
間
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

答

道
路
境
界
か
ら
さ
ら
に
２
～
３
ｍ
を

後
退
す
る
形
で
の
壁
面
線
規
制
を

実
現
す
る
に
は
沿
線
の
地
権
者
の
理
解
、
協
力

が
必
要
で
あ
り
、
実
現
す
る
に
は
時
間
を
要
す

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

無
電
柱
化
の
効
果
と
し
て
歩
行
者
空
間
の

確
保
だ
け
で
な
く
景
観
、
防
災
安
全
と
い
う
点

で
効
果
も
大
き
い
、
大
通
り
沿
い
の
無
電
柱
化

の
実
現
に
向
け
て
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

移
住
定
住
政
策
を
進
め
る
な
か
で
、
歩
行

者
空
間
整
備
を
含
め
た
利
活
用
方
法
を
と
も

に
考
え
て
い
き
ま
す
。

答

柳
津
町
と
若
宮
地
区
の
町
境
付

近
の
馬
立
山
の
東
側
で
す
。

　

授
業
で
は
教
え
て
い
ま
せ
ん
。

答
束
松
峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
地
域

活
性
、
高
寺
山
山
開
き
に
は
関

係
団
体
と
協
力
し
、
登
山
道
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
地
域
活
性
化
に
向
け
て

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

答
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※
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
な
い
子
ど
も

と
が
一
緒
に
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
の
で
き

る
公
園
の
こ
と

一

般

質

問
「
ゴ
ミ
袋
の
価
格
は
下
げ
ら
れ
な
い
の
か
」

 

現
時
点
で
の
値
下
げ
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

  「
学
校
給
食
の
無
償
化
・
補
助
の
考
え
は

  

な
い
の
か
」

 

無
償
化
・
補
助
の
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

 

中
学
校
運
動
部
活
動
の
『
地
域
移
行
』

 

に
よ
り
坂
下
中
学
校
は
ど
う
変
わ
る
の
か

 

新
た
な
地
域
ス
ポ
ー
ツ
環
境
が
整
備
さ

 

れ
る
効
果
が
期
待
で
き
る

横山智代　議員

蓮沼文明　議員

ゴ
ミ
袋
の
価
格
の
引
き
下
げ
は

で
き
な
い
の
か
。
ゴ
ミ
袋
の
収

益
そ
の
他
の
報
告
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

問

高
齢
化
社
会
を
支
え
る
子
育
て

世
代
へ
の
支
援
と
し
て
学
校
給

食
費
の
補
助
は
で
き
な
い
の
か
。

問

中
学
校
運
動
部
活
動
で
、
外
部

指
導
者
や
団
体
に
委
ね
る
「
地

域
移
行
」
に
よ
っ
て
、新
た
な
地
域
ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
構
築
も
期
待
で
き
る
と
考
え

る
。
今
後
、
坂
下
中
学
校
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
て
い
く
の
か
を
問
う
。

問

ば
ん
げ
ひ
が
し
公
園
は
、
安
全
・

安
心
・
楽
し
い
を
公
園
管
理
運
営

の
基
本
方
針
と
し
て
、
今
後
老
朽
化
し
た

遊
具
に
つ
い
て
は
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
遊
具
に
更
新
し
な
が

ら
、
会
津
管
内
に
お
い
て
先
進
的
な
「※

イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
」
を
目
ざ
し
て
整
備
の

促
進
を
図
っ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
町

の
見
解
を
問
う
。

問

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
法
に
よ
る

影
響
と
取
組
に
つ
い
て
。

問
ゴ
ミ
分
別
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て

問 こ
れ
も
質
問

「地域移行」によって
変化する中学校部活動

現在使用している
ゴミ袋

現
在
使
用
量
の
一
番
多
い
可
燃
ゴ

ミ
袋
40
ℓ
、
10
枚
、
１
ロ
ー
ル

５
２
５
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
の
価
格

に
は
、
原
価
の
他
に
町
の
手
数
料
が
含
ま

れ
て
い
る
の
で
、
市
販
の
ゴ
ミ
袋
と
比
較
す

る
と
高
い
金
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
手
数
料

は
環
境
セ
ン
タ
ー
負
担
金
、
各
種
団
体
の

資
源
回
収
報
償
金
や
コ
ン
ポ
ス
ト
等
購
入

補
助
金
に
充
当
し
、
ご
み
減
量
化
推
進
と

と
も
に
負
担
の
公
平
性
を
目
的
と
し
て
い

る
為
、
現
時
点
で
の
値
下
げ
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
袋
の
収
益
、
積
立
額
等

に
つ
い
て
の
報
告
は
町
民
の
方
々
に
お
示
し

し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
広
報
誌
に
お

い
て
、
排
出
実
績
等
と
あ
わ
せ
て
今
後
報

告
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答

「
地
域
移
行
」
に
よ
り
、
活
動
の

選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
は
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
も
多
様
性
を
生
む
た

め
、
生
徒
以
外
に
も
様
々
な
世
代
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る
環
境
が
整
備

さ
れ
る
効
果
も
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

加
え
て
、
生
徒
が
中
学
校
を
卒
業
し
た
後

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
生
徒
が
引
き
続
き
地

域
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

機
会
の
創
出
、
ま
た
新
た
に
指
導
者
と
し

て
競
技
に
携
っ
て
い
く
た
め
の
素
地
に
も
な

る
こ
と
か
ら
、
中
学
校
を
軸
と
し
て
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
に
と
っ
て
も
良
い
効
果
を

生
み
出
す
も
の
と
考
え
ま
す
。

答

ば
ん
げ
ひ
が
し
公
園
に
設
置

さ
れ
て
い
る
遊
具
は
、
時
代
的

に
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り

入
れ
た
遊
具
で
は
な
く
、
老
朽
化
も
著

し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
定
期
的
な
点

検
並
び
に
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
と
は

い
え
、
老
朽
化
へ
の
対
応
に
は
限
界
が

あ
り
、
利
用
者
の
安
全
を
担
保
す
る
意

味
で
も
遊
具
の
更
新
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
公
園
遊
具
の

更
新
等
に
向
け
た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
化
も
含
め
て
利
用
者
の
意
見
を
集

約
し
、
整
備
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

答

施
設
・
設
備
の
経
費
、
運
営
に

要
す
る
経
費
は
町
、
食
材
費
は

給
食
を
受
け
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
負

担
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
現
時
点
で
は
、

全
世
帯
に
対
す
る
無
償
化
・
一
部
補
助
の

考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

答
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一

般

質

問 

町
の
福
祉
事
業
と
社
会
福
祉
協
議
会
の

 

事
業
の
実
態
に
つ
い
て
伺
い
ま
す

 

相
互
に
連
携
し
、
補
強
し
合
い
な
が
ら

 

地
域
福
祉
の
推
進
を
し
て
お
り
ま
す

 「
子
育
て
支
援
」
と
は
何
か

 

子
育
て
を
意
識
し
た
、
町
の
施
策
す
べ

 

て
が
「
子
育
て
支
援
」
で
す

青木美貴子議員

赤城大地　議員

お
互
い
に
意
見
交
換
を
し
合
い

な
が
ら
共
に
進
め
ら
れ
る
事
業

は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
寄
付
の
内
容

と
そ
の
事
業
に
つ
い
て
充
当
先
を
町
と

し
て
把
握
し
て
い
る
の
か
。

問

人
口
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
現

状
の
中
、
坂
下
町
は
西
部
の
中

心
を
担
う
と
考
え
る
が
、
広
域
連
携
を
踏

ま
え
て
町
と
し
て
考
え
て
い
る
事
業
は
あ

る
の
か
。

問

町
の
子
育
て
施
策
は
本
当
に

「
子
育
て
」
へ
の
支
援
で
あ
っ

た
の
か
。
子
育
て
支
援
と
は
何
か
。

問

町
か
ら
の
委
託
事
業
・
介
護
保

険
事
業
・
社
会
福
祉
協
議
会

独
自
の
事
業
を
行
う
こ
と
で
、
本
町
で

生
活
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
地

域
で
生
活
し
て
い
く
為
の
地
域
環
境
の

整
備
を
共
助
に
よ
り
進
め
て
お
り
ま
す
。

寄
付
の
使
途
に
つ
い
て
で
す
が
、
各
種

講
座
や
教
室
の
開
催
や
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
独
自
事
業
で
あ
る
除
雪
機
の
助

成
、
弁
護
士
相
談
会
の
開
催
な
ど
の
財

源
に
活
用
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
実
績

に
つ
い
て
は
、
事
業
年
度
終
了
後
、
町

で
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

答

会
津
盆
地
西
部
に
位
置
し
、
古
く

か
ら
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て

き
て
お
り
、
地
域
住
民
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
が
出
来
な
い
、
交
通
・
医
療
・
経
済
面
の

機
能
を
持
っ
た
、
会
津
西
部
の
中
核
の
町
で

あ
る
と
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。
町
単
独
で

は
対
応
が
困
難
な
課
題
や
、
連
携
に
よ
り
効

果
が
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

近
隣
市
町
村
と
広
域
的
に
連
携
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
課

題
を
共
有
し
な
が
ら
解
決
策
を
協
議
し
広

域
的
に
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り

ま
す
。 答

第
六
次
振
興
計
画
で
は
、
子
ど
も

の
成
長
に
合
わ
せ
た
支
援
の
体
制

づ
く
り
と
保
護
者
の
育
児
力
を
高
め
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
方
向
と
し
て
策
定

し
ま
し
た
。

「
子
育
て
支
援
」
は
、
親
へ
の
支
援
を
通
し

て
子
ど
も
の
成
長
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
町
の
施
策
を
実
施
す
る
際
、
子
育

て
を
意
識
す
る
こ
と
も
子
育
て
支
援
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

答

中心部の目抜き通り

すべての施策が子育て支援につながる

 

県
の
補
助
金
も
活
用
し
集
落
の
課
題
解

 

決
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

 

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
地
域
づ
く
り
を

 

推
進
し
ま
す

会
津
西
部
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

会
津
西
部
の
中
核
の
町
で
あ
る
と
認

識
を
し
て
お
り
ま
す
。

県
は
新
た
に
集
落
の
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
す

る
補
助
制
度
を
設
け
た
。
こ
れ
ら
を
活

用
し
、
本
町
に
お
い
て
も
集
落
や
地
区

の
課
題
解
決
に
む
け
早
期
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

問
現
在
、
町
で
は
課
題
解
決
型
の

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
各
地
区
コ
ミ
セ
ン
や
行
政
区

と
連
携
し
、
県
の
補
助
金
も
有
効
活
用

し
な
が
ら
さ
ら
に
深
化
し
た
地
域
づ
く

り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

答
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一

般
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問
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
示
し
て
い
る
「
学
校
の
働
き
方

改
革
を
踏
ま
え
た
部
活
動
改
革
」
の
考
え
方
は

県
か
ら
示
さ
れ
た
「
教
職
員
多
忙
化
解
消
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
や
「
部
活
動
の
在
り
方
に
関
す

る
方
針
」に
沿
っ
て
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

持
続
可
能
な
農
業
と
す
る
た
め
に
ど
の

 

よ
う
な
施
策
を
展
開
す
る
か

 

10
年
後
の
目
標
に
向
け
総
合
的
な
施
策

 

を
展
開
中
で
す
。

佐藤宗太　議員

小畑博司　議員

変わる部活動

田植えを待つ田んぼ

ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
の
た
め

に
、
旧
坂
下
高
校
体
育
館
な
ど

利
活
用
に
向
け
県
に
働
き
か
け
を
す
べ

き
と
思
う
が
、
当
町
の
考
え
は
。

問

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
我
が
国

の
食
料
自
給
率
の
低
さ
や
、
生
産
資
材

の
海
外
依
存
度
が
高
く
、
将
来
の
危
う

さ
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
こ
そ

現
実
を
直
視
し
、
持
続
可
能
な
農
業
を

確
立
す
る
絶
好
の
機
会
で
は
な
い
か
。

　

農
業
従
事
者
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
か
。

問

新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
策

と
し
て
、
農
業
塾
の
開
設
、
農

業
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集
や
、
食
育
・
食

農
活
動
の
拡
大
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

問

持
続
可
能
な
農
業
と
す
る
た
め

ど
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
す
る

の
か
。

問

令
和
５
年
度
以
降
に
段
階
的
に

実
施
と
し
て
い
る
休
日
の
部
活

動
の
段
階
的
な
地
域
移
行
に
向
け
た
取

り
組
み
の
現
状
は
。

問
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の

運
動
施
設
に
つ
い
て
は
、
街

な
か
に
近
く
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
あ
り
、

ニ
ー
ズ
は
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後

は
、
福
島
県
に
無
償
で
使
用
で
き
る
よ

う
働
き
か
け
を
し
て
い
き
ま
す
。

答

高
齢
化
と
後
継
者
不
足
に
有

り
、
農
業
従
事
者
は
１
１
０
３

人
で
、
５
年
間
で
２
割
減
り
、
当
町
農

地
面
積
の
４
割
を
65
才
以
上
の
方
が
耕

作
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
傾
向

は
つ
づ
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答

現
在
、
新
規
就
農
者
の
研
修
受

け
入
れ
先
の
確
保
や
、
就
農

後
の
栽
培
技
術
の
支
援
、
経
営
面
に
対

す
る
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

施
設
建
設
や
、
収
穫
作
業
等
に
お
い
て

若
手
農
業
者
同
士
の
協
力
体
制
が
構
築

さ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
拡
大
し
、
課
題
解
決
の
糸
口
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答

安
定
的
な
農
業
経
営
の
指
標
に

関
し
、
概
ね
10
年
後
の
目
標
を

明
ら
か
に
し
、
総
合
的
な
施
策
を
展
開

中
で
す
。

答

こ
の
方
針
に
沿
っ
て
既
存
の

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
関
係
団

体
、
学
校
関
係
者
等
で
組
織
す
る
協
議

会
を
設
け
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
課
題
等

を
整
理
し
、
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７

年
度
の
３
年
間
を
目
途
に
、
休
日
の
部

活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た
体
制
作
り

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

答当
町
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
は

問 こ
れ
も
質
問
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みんなのひろば

4月より町の地域おこし協力隊
として活躍されています
お二人を紹介します。

りきたけ  あやか ゆ   さ　かずき

　福島市出身の遊佐一希です。
　会津坂下町の景色や食べ物、人の
温かさや地域に根付いた暮らしに魅
了され、ぜひ皆さんと自分らしい暮
らしを送りながら地域を活性化した
いと思い、栃木県より移住してきま
した。
　趣味はローフードやピラティスを
はじめ、地球と一体となり自身や社
会のより健康的で持続可能な姿を追
求することです。会津坂下町にある
人と人との楽しい繋がり、紡がれて
きた歴史を大切に、地域を盛り上げ
ていきたいと思います。

　はじめまして、力武彩花です。
　出身は北海道苫小牧市で、宮崎県
で３年間化学メーカーに勤務してい
ました。趣味は料理、裁縫、サイク
リングです。会津坂下町の町中どこ
からでも綺麗な田園風景や山々が見
られること、美味しい農作物がたく
さんあるところに魅力を感じます。
　古民家改修、カフェ開業に向けた
活動を通じて、会津坂下町をさらに
盛り上げられるよう精進してまいり
ます。宜しくお願いいたします。

遊佐一希さん力武彩花さん

次回定例会ご案内
令和４年第３回定例会は、９月１日（木）から９月１４日（水）までの予定です。
一般質問は９月５日（月）、６日（火）午前１０時からです。
傍聴にぜひお越しください。
※傍聴の際はマスクの着用をお願いいたします。

　
広
報
広
聴
特
別
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
が

変
わ
り
ま
し
た
。

　
議
会
と
町
民
の
皆

様
を
つ
な
ぐ
「
議
会

だ
よ
り
」
を
よ
り
充

実
さ
せ
、
親
し
ん
で

い
た
だ
く
紙
面
に
し

て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様

の
貴
重
な
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
小
畑
博
司
）
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